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昭和57年 2月15日 

印刷卿佐々木印刷工業 

	

市 の 人 口 
	

男 25, 795人 
	

世 帯 数 	14,654 

	

53, 287人 
	

女 27, 492人 
	

（昭和57年 2 月1日現在）住民基本台帳から 

親 子 そ ろ っ て 

ス キ ー 教 室 

「親子スキー教室」 が1月23, 24の両日、発珠少年 基礎練習に汗を流していました。 

自然の家に90人の親子が参加して行われ、新雪のゲレ 	少年自然の家では、タべのつどいのあと親子そろっ 

ンデで楽しいひとときを過ごしました。 	 てタ食、その日の出来栄えの話に花を咲かせていまし 

市連合PTA、市教育委員会の主催で開いたもので た。 

初心者はスキーのはき方からゲレンデの登り降りと、 	 （写真＝=1月23日、少年自然の家で） 
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翫
懸
ご

み
の
有
料
化
を
答
申
 

ら
出
さ
れ
る
大
量
の
不
燃
物
が

対
象
と
な
り
ま
す
が
、
市
で
は

こ
の
答
申
に
基
づ
き
条
例
改
正

案
な
ど
を
三
月
定
例
議
会
に
提

案
し
、
承
認
が
得
ら
れ
れ
ば
新

年
度
か
ら
実
施
し
た
い
方
針
で

す
。
現
在
、
県
内
で
は
五
所
川

原
市
と
十
和
田
市
を
除
く
六
市

で
有
料
化
さ
れ
て
い
ま
す
。
 

こ
の
日
提
出
さ
れ
た
答
申
は

ま
ず
、
「
最
少
限
の
料
金
徴
収
は

避
け
ら
れ
な
い
」
と
し
た
う
え

で
、
そ
の
手
数
料
と
し
て
〇
・

五

Jノ
ま
で
五
百
円
、
さ
ら
に
〇
 

・

五

J
を
増
す
ご
と
に
五
百
円

を
加
算
す
る
の
が
適
当
で
あ
る

と
い
う
も
の
で
す
。
 

た
だ
し
、
埋
め
立
て
地
に
計

量
器
が
な
い
た
め
車
両
に
積
載

さ
れ
る
ご
み
の
量
は
七
〇
％
と

み
な
す
、
と
い
う
も
の
で
す
。
 

答
申
に
は
、
付
帯
事
項
と
し

て
①
一
般
家
庭
か
ら
排
出
す
る

不
燃
物
で
、
市
が
収
集
、
運
搬

処
分
す
る
も
の
は
こ
れ
ま
で
ど

お
り
無
料
と
す
る
。
②
同
時
に

条
例
か
規
則
に
明
示
す
る
こ
と

が
望
ま
し
い
。
③
運
搬
車
に
極
 
 

端
に
少
量
の
ご
み
を
積
載
し
た

場
合
の
料
金
は
、
減
額
す
る
措

置
を
講
ず
る
こ
と
が
望
ま
し
い
。
 

④
埋
め
立

て
地
に
至
る
道
路
や

管
理
施
設
を
整
備
し
、
利
用
者

へ
の
サ
ー
ビ
ス
を
考
慮
す
る
必

要
が
あ
る
、
な
ど
六
項
目
を
盛

り
込
ん
で

い
ま
す
。
 

五
十
五
年
度
の
一
般
ご
み
の

量
は
、
市
が
処
理
し
た
も
の
の

う
ち
、
家
庭
の
燃
え
る
ご

み
が

約
八
干

J
、
燃
え
な
い
ご
み
が

約
六
千
五
百
ブ
、
ま
た
事
業
所

等
が
処
理
施
設

へ
直
接
搬
入
し

た
も
の
が
約
一
万
二
千
五
百
ブ

で
、
合
わ
せ
る
と
年
間
約
二
万

七
千
戸
の
膨
大
な
も
の
に
な
っ

て
い
ま
す
。
 

生
活
水
準
の
向
上
と
、
地
域

経
済
の
発
展
に
伴
っ
て
、
ご
み

の
量
も
年
毎
に
増
大
し
、
埋
め

立
て
処
分
地
の
維
持
・
管
理
費
 
 

に
膨
大
な
経
費
を
要
し
て
い
る

現
状
で
す
。
 

燃
え
る
ご
み
は
高
瀬
の
ご
み

焼
却
場
で
、
燃
え
な
い
ご
み
は

野
里
の
埋
め
立
て
地
で
、
そ
れ

ぞ
れ
無
料
で
処
理
さ
れ
て
き
ま

し
た
が
、
埋
め
立
て
処
分
地
は

市
が
搬
入
す
る
ご
み
の
量
よ
り

業
者
等
が
搬
入
す
る
量
が
多
く
、
 

代
替
の
埋
め
立
て
地
を
探
さ
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
状
況
に
あ
り

ま
す
。
 

一
般
廃
棄
物
（
ご
み
）
問
題

懇
談
会
は
、
市
か
ら
委
嘱
さ
れ

た
市
民
各
層
の
代
表
十
四
人
で

構
成
さ
れ
、
昨
年
十
二
月
十
日

に
諮
問
を
受
け
て
以
来
、
高
瀬

の
焼
却
場
や
野
里
の
埋
め
立
て

地
な
ど
を
見
学
す
る
一
方
、
四

回
に
わ
た
り
委
員
会
を
開
催
し
、
 

有
料
化
問
題
に
対
す
る
審
議
を

重
ね
て
き
ま
し
た
。
 

埋
め
立
て
地
へ

搬
入
す
る
ご

み
の
有
料
化
に

つ
い
て
、
市
か

ら
諮
問
を
受
け
て
い

た
一
般
廃

棄
物
（
ご
み
）
問
題
懇
談
会

（
 

村
上
純
一
会
長
、
委
員
十
四
人
）
 

は

一
月
二
十
日
、
最
少
限
の
料

金
を
徴
収
す
る
こ

と
は
避
け
ら

れ
な
い
旨
を
、
寺
田
市
長
に
答

申
し
ま
し
た
。
 

事
業
所
や

一
時
的
に
家
庭
か
 

昭和57年（1982年） 2月15日 

市中央公民館では、お母さんと子 

どもが一緒に観賞できる、楽しい道 

徳映画を上映いたします。 

隣り近所お誘い合わせのうえおい 

で下さい。 

ロと き 2 月21日（日）午前10時 

ロところ 中央公民館大ホール 

ロ上映映画 “）母と子の体力づくり 

同テレパスクマーラ 

ひりシンドバットの冒険 

「無
料
税
務
相
 

談
所
」
を
開
設
 

安
心
し
て
頼
れ
る
専
門
家

・
 

税
理
士
に
よ
る
所
得
税
確
定
申
 

告
の
税
務
相
談
で
す

0
ご
利
用
 

下
さ

い
。
 

小
企
業
者
、
還
付
申
告
、
 

額
譲
渡
な
ど
 

ロ
と
き
 
二
月
十
三
日
ー
「
一

月
十
日
、
午
前
九
時
三
十
分

ー
 

午
後
四
時
 

ロ
と
こ
ろ
 
五
所
川
原
税
務

署
税
理
士
コ
ー
ナ
ー
 

東
北
税
理
士
会
五
所
川
原
支

部
 税

理
士
記
念
日
に
無

料
税
務
相
談
所
開
設
 

ロ
と
 
き
 
二
月
二
十
三
日
 

（火
）
午
前
九
時
三
十
分
か
ら

正
午
ま
で
 

ロ
と
こ
ろ
 
産
経
会
館
五
階
 

・

東
北
税
理
士
会
五
所

川
原
支

部
 

小 

《
 

(
 



五
所
川
原
市
の
一
般
廃
棄
物
 

（
ご
み
）
の
現
況
に

つ
い
て
は
、
 

『ご
み
を
考
え
よ
う
（
シ
リ
ー
 

ズ
）
』
で
広
報
に
連
載
し
て
き

た
と
こ
ろ
で
す
が
、
そ
の
具
体

的
な
対
策
を
立
て
る
た
め
に
関

係
各
課
に
よ
る
庁
内
会
議
を

設

け
て
検
討
し
て
ま
い
り
ま
し
た
。
 

し
か
し
、
年
々
増
加
す
る
ご

み
量
の
中
に
あ
っ
て
、
 
『直
接

施
設

（埋
立
地
）
に
搬
入
さ
れ
 

る
事
業
系
の
廃
棄
物
及
び
家
庭

か
ら
の

一
時
的
に
多
量
に
排
出

さ
れ
る
廃
棄
物
』
 
『農
村
部
の

可
燃
物
の
収
集
』
 
『市
の
収
集

処
理
体
制
の
現
況
』
 
『一
般
廃

棄
物
処
理
業
の
実
態
』
 
『狭
あ

い
を
招
い
て
い
る
埋
立
地
』
 
「
 

法
令
に
基
づ
く
事
業
系
及
び
多

量
の
一
般
廃
棄
物
の
有
料
制
』
 

『条
例
の
改
正
及
び
規
則
の
制

定
」
等
、
市
民
と
直
結
す
る
重
 

要
な
問
題
が
山
積
し
て
お
り
ま

す
の
で
、
広
く
市
民
の
意
見
を

拝
聴
し
よ
う
と
い
う
こ
と
に
決

定
い
た
し
ま
し
た
。
 

一
般
廃
棄
物

（
ご
み
）
問
題

懇
談
会
の
設
置
 

昭
和
五
十
六
年
十
月
二
十
六

日
、
市
長
か
ら
各
界
代
表
の
十

四
人
の
方
々
に
、
 
『
一
般
廃
棄

物
（
ご
み
）
問
題
懇
談
会
」
の

委
員
の
承
諾
を
お
願
い
申
し
上

げ
、
三
十

一
日
に
委
嘱
状
を
差

し
E
げ
て
組
織
会
を
開
き
、
会

長
に
商
工
会
議
所
会
頭
村
上
純

一
氏
を
互
選
さ
れ
正
式
に
発
足

い
た
し
ま
し
た
。
 

直
ち
に
懇
談
会
に
入
り
、
五

所
川
原
市
の
『
清
掃
行
政
の
機
 

構
と
ご
み
処
理
の
現
状
』
 
「ご

み
処
理
量
と
ご
み
処
理
費
用
の

推
移
』
 
『埋
立
地
維
持
管
理
費

用
及
び
今
後
の
搬
入
ご
み
量
の

推
移
』
 
『埋
立
地
搬
入
車
の
車

柄
別
・
業
種
別
調
』
 
『他
都
市

の
有
料
制
の
実
態
調
』
の
提
出

資
料
に
基
づ
い
て
、
そ
の
概
要

を
説
明
し
ま
し
た
。
 

審
議
に
入
り
、
説
明
に
対
し

て
の
細
部
に
わ
た
る
質
疑
が
あ

り
、
事
務
的
に
処
理
で
き
る
も

の
と
区
別
し
、
市
民
生
活
に
直

接
影
響
の
あ
る
有
料
制
に
つ
い

て
は
非
常
に
重
大
で
あ
る
か
ら

懇
談
会
と
し
て
は
こ
れ

一
本
に

し
ぼ
り
、
じ
っ
く
り
時
間
を
か

け
、
市
民
に
理
解
と
納
得
を

い
 

,
 

た
だ
け
る
結
論
が
で
る
ま
で
慎

重
に
検
討
す
る
こ
と
に
決
定
し
 

昭和57年（1982年） 2月15日 

57 年 度 

固定資産課税台帳の縦覧 

き 4 月」日～ 4 月20日まで 

ま
し
た
。
 

レ
」
 

コ
ー
 

平日午前 8時30分から午後 4 時まで

土曜日午前 8時30分から正午まで

ロところ 市税務課内（本庁 3階） 

（税の一部改正により、今年に限り 3 月の縦

覧が 4 月 1日からとなります） 

次
い
で
、
県
側
を
代
表
し
て

三
国
谷
勝
範
県
経
済
課
長
、
さ

ら
に
秋
元
健
蔵
県
農
協
中
央
会

長
が
そ
れ
ぞ
れ

「
津
軽
中
央
の

名
に
恥
じ
な
い
模
範
農
協
と
な

っ
て
欲
し
い
」
 
「営
農
と
生
活

を
守
る
た
め
新
た
な
フ
ァ
イ
ト
 

広報ごしょがわら 

目
 

月
に
は
新
農
協
と
し
て
発
足
す

る
予
定
で
す
。
 

こ
の
日
行
わ
れ
た
調
印
式
に

は
関
係
者
約
七
十
人
が
出
席
。
 

五
所
川
原
市
内
に
あ
る
五

つ

の
農
協
の
う
ち
、
第
一
中
川
、
 

松
島
村
第

一
、
栄
の
三
農
協
が

合
併
、
 
「
津
軽
中
央
農
協
」
と
 

は
二
千
ブ
ク
ラ
ス
の
ラ
イ
ス
セ

ン
タ
ー
の
取
得
を
掲
げ
て
お
り

組
合
員
の
所
得
向
上
を
図
る
と

と
も
に
、
地
域
住
民
の
連
帯
を

強
め
た
活
力
あ
る
農
協
づ
く
り

を
目
指
し
て
い
ま
す
。
 

合
併
後
の
新
農
協
は
、
第

一

中
川
農
協
を
本
所
と
し
、
他
の

二
農
協
が
支
所
と
な
り
ま
す
。
 

九

月
発

足
で

予

備
調
印
 

で
頑
張
っ
て
欲
し

い
」
と
祝
辞
を
述
 

べ
ま
し
た
。
 

三農協の予備調印式 

公
民

館
出
入

り
口
変

更
 

し
て
新
し
く
生
ま
れ
変
わ
る
こ

と
に
な
り
二
月
四
日
、
市
内
の

ホ
テ
ル
で
予
備
契
約
に
調
印
し

ま
し
た
。
減
反
政
策
や
冷
害
な

ど
に
動
じ
な
い
強
固
な
農
協
経

営
基
盤
の
確
保
、
営
農
指
導
の

体
制
強
化
な
ど
が
狙
い
で
、
九
 

③ (513号） 

立
体
交
差
橋
の
よ
う
壁
工
事

の
た
め
、
市
中
央
公
民
館
の
出

入
り
口
が
、
三
月
下
旬
ま
で
駐

車
場
の
北
側
に
変
更
に
な
っ
て

お
り
ま
す
。
 

今
回
合
併
す
る
こ
と
に
な
っ

た
各
農
協
と
も
正
組
合
員
数
が

白
七
十
八
人
か
ら
二
百
六
十
八

人
の
小
規
模
農
協
だ
が
、
合
併

後
は
七
百
人
を
超
え
る
大
所
帯

と
な
り
ま
す
。
合
併
後
の
施
設

計
画
と
し
て
、
五
十
九
年
度
に
 

合
併
促
進
協
議
会
を
代
表
し
て

寺
田
会
長

（
高橋
助
役
代
理
）
 

が
あ
い
さ
つ
し
た
あ
と
、
原
清

司
・
第
一
中
川
、
藤
田
藤
太
郎
 

・

栄
、
葛
西
治

・
松
島
村
第
一

の
各
組
合
長
が
契
約
書
に
署
名

し
、
握
手
を
交
わ
し
ま
し
た
。
 



年
金
め
は
声
レ
 その8① 

昭和5 ワ年お年玉つき

年賀はがき当せん番号 

ー
 
等
 

ステレオカセット
テープレコーダー 

A 組 086492 

各組共通 

811218 

133933 

815630 

2
 

等
 

折りたたみ式自転車 
A 組 下 5 ケタ 

30952 

各組共通 下 5 ケタ 
89745 

3
 

等
 

手 	利七 	セ 	ノ 	ト 各組共通 

下
 

q
〕
 
 

ケ
2
 

タ
2
9
 

 
下
 

3
 

ケ
4
 

タ
8
2
 

 

4
 

等
 

お年玉切手シート 各組共通 

。
ノ〕
  

下
 
ケ

タ
4
3
 

 
下
 

2
 

ケタ
9
5
 

 
下
 
っ

〕
 
ケ

タ
2
3
 

 

「
消化
器
癌
の
早
期
発
見
」
に
 

つ
い

て
 
廿
み

ん
な
の
健
康
教
室

廿
 

年
金
を
受
け

る
に
は
 

＠
自
分
で
、
年
金
の
請
求

書
を
市
区
町
村
役
場
に
提
出

す
る
こ
と
が
第
一
で
す
。
 

年
金
を
受
け
る
に
は
、
そ

の
権
利
を
持
つ
人
が
自
分
で

請
求
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ

ん
。
 

ギ
っ
か
く
権
利
が
あ
っ
て

も
、
受
け
る
人
か
ら
請
求
が

な
い
と
年
金
は
支
給
さ
れ
ま

せ
ん
。
 

そ
れ
も
五
年
を
過
ぎ
る
と
 

国
民
年
金
の
保
険
料
を
、
ま

だ
納
め
て
い
な
い
人
は
あ
り
ま

せ
ん
か
。
 

昭
和
五
十
六
年
度
の
四
期
分
 

（
一
二
一
・
三
月
分
）
 
・
 （
最

終
納
期
分
）
の
保
険
料
の
納
期

は
、
二
月
二
＋
七
日
ま
で
と
な

っ
て
お
り
ま
す
。
 

国
民
年
金
に
加
入
し
て
い
て

も
、
保
険
料
を
納
め
て
い
ま
せ

ん
と
、
万

一
、
ケ
ガ
を
し
た
り

ご
主
人
に
亡
く
な
ら
れ
た
時
に

障
害
年
金
、
母
子
年
金
な
ど
が

受
け
ら
れ
ま
せ
ん
し
、
老
齢
年

金
も
受
け
ら
れ
な
く
な
り
ま
す
。
 
 

時
効
に
な
っ
て
、
い
っ
さ
い

年
金
が
受
け
ら
れ
な
く
な
り

ま
す
。
 

で
す
か
ら
加
入
者
は
、
障

害
者
に
な
っ
た
、
主
人
が
亡

く
な
っ
た
、
六
十
五
歳
に
な

っ
た
と
い
う
よ
う
に
、
年
金

が
受
け
ら
れ
る
状
態
に
な
っ

た
ら
す
ぐ
、
自
分
の
住
ん
で

い
る
市
区
町
村
役
場
の
国
民

年
金
係
へ
行
っ
て
、
年
金
の
 

そ
ん
な
時
、
あ
わ
て
て
保
険

料
を
納
め
て
も
間
に
合
い
ま
せ

ん
の
で
、
保
険
料
は
必
ず
期
限

ま
で
に
納
め
て
下
さ
い
。
 

引
き
換
え
は
 

お

早
目

に
 

お
年
玉
つ
き
年
賀
は
が
き
の

当
選
番
号
は
、
お
確
か
め
に
な

り
ま
し
た
か
。
 

賞
品
の
引
き
換
え
は
一
月
一
一

十
日
か
ら
始
ま
っ
て
お
り
、
期

限
は
七
月
十
九
日
ま
で
と
な
っ

て
い
ま
す
が
、
思
い
つ
い
た
時
 
 

裁
定
請
求
の
手
続
き
を
し
て

下
さ
い
。
 

な
お
、
年
金
を
受
け
る
人

が
子
供
や
精
神
病
者
な
ど
の

場
合
は
、
後
見
人
か
保
護
義

務
者
が
請
求
す
る
こ
と
に
な

っ
て
お
り
ま
す
。
 

請
求
さ
れ
る
と
き
は
印
鑑

と
、
で
き
れ
ば
ご
自
分
の
銀

行
、
信
用
金
庫
、
信
用
組
合

等
の
金
融
機
関
の
預
金
通
帳

と
、
次
の
書
類
を
ご
持
参
下

さ
い
。
 

①
老
齢
年
金
ー
国
民
年
金

の
領
収
証
、
ま
た
は
国
民
年
 

す
ぐ
に
引
き
換
え
な
い
と
つ
い

忘
れ
て
し
ま
う
方
が
多
く
み
ら

れ
ま
す
。
 

金
手
帳
 

②
通
算
老
齢
年
金
ー
国
民

年
金
の
領
収
証
、
ま
た
は
国

民
年
金
の
手
帳
、
他
の
年
金

制
度
の
通
算
対
象
期
間
確
認

書
 ③

障
害
年
金
廿
国
民
年
金

の
領
収
証
、
ま
た
は
国
民
年

金
の
手
帳
、
医
師
の
診
断
書

④
母
子
年
金
、
準
母
子
年

金
、
遺
児
年
金
、
寡
婦
年
金

死
亡
一
時
金
廿
国
民
年
金
の

領
収
証
、
ま
た
は
国
民
年
金

の
手
帳
、
住
民
票
の
謄
本

（
 

戸
籍
の
謄
本
な
ど
）
 

番
号
を
確
め
た
ら
、
す
ぐ
に

窓
口
で
お
取
り
換
え
下
さ
い
。
 

（
五
所
川
原
郵
便
局
）
 

医
師
会
と
家
庭
を
結
ぶ
、
「
み

ん
な
の
健
康
教
室
」
が
次
の
日

程
で
開
か
れ
ま
す
。
 

お
気
軽
に
お

い
で
下
さ
い
。
 

今
回
の
テ
ー

マ
は
、
 「消
化
器

癌
の
早
期
発
見
」
 
につ
い
て
で

す
。
 

ロ
と
き
 
二
月
二
十
六
日
（
 

ロ
職
種
 
臨
床
検
査
技
師
一

人
、
看
護
婦
二
人
 

ロ
受
験
資
格
 
昭
和
三
十
三

年
四
月
一
日
以
降
に
生
ま
れ
、
 

臨
床
検
査
技
師
及
び
看
護
婦
の

資
格
を
有
す
る
方
、
ま
た
は
昭

和
五
十
七
年
中
に
資
格
を
取
得

す
る
見
込
み
の
あ
る
方
 

ロ
受
付
期
間
 
二
月
十
五
日
 

あ
な
た
も
、
あ
な
た
も
、
入

会
出
来
ま
す
。
 

友
愛
と
社
会
奉
仕
の
念
に
燃

え
る
青
年
な
ら
ど
な
た
で
も
。
 

非
行
に
陥
っ
た
少
年
の
よ
い

友
達
、
あ
る
い
は
兄
や
姉
代
わ

り
に
な
っ
て
、
や
さ
し
く
い
た

わ
り
、
明
る
い
方
向

へ
導
こ
う

と
す
る
運
動
で
す
。
 

金
）
午
後
一
時
か
ら
 

ロ
と
こ
ろ
 
産
経
会
館
四
階

ホ
ー
ル
 

ロ
主
催
 
北
五
医
師
会
、
五

所
川
原
市
民
保
健
協
議
会
 

年
間
を
と
お
し
て
聴
講
さ
れ

た
方
に
は
修
了
証
と
記
念
品
を

差
し
上
げ
ま
す
。
 

（月
）
か
ら
二
月
二
十
五
日
（
 

木
）
ま
で
 

ロ
お
間
合
わ
せ
先
 
市
職
員

課

（
e
⑩
二
一
一
一
番

‘
内
線

三
一
二

・
三
一
三
番
）
、ま
た
は

市
立
西
北
中
央
病
院

・
管
理
課
 

（
胃
⑩
三
一
一
一
番
）

へ
お
問

い
合
わ
せ
下
さ
い
。
 

ま
た
、
社
会
か
ら
非
行
を
犯

す
少
年
た
ち
が
で
な
い
よ
う
な

活
動
を
目
的
と
す
る
運
動
で
す
。
 

ロ
連
絡
先
 

五
所
川
原
市
字
岩
木
町
十
二
、
 

少
年
補
導
セ
ン
タ
ー
内
 

五
所
川
原
地
区
B
B
s
会

（
廿

⑩
二
一
一
 

・
内
線
三
五
五
）
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国
民
年
金
の
保
険
料
を
納
め
ま
し
た
か
 

年
金
の
受
け
方
、
支
払
い
時
期
な
ど
 

駐
騒
園
園
園
園
 

非
行
防

止
、
B
B
s
ム
ム
員
募
集
 

広
報
紙
の
早
期
配
布
に
ご

協
力
下
さ
い
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